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1. プログラム入力とコントロー）レ

1.1 プログラム入力

プログラムの入力は、行番号を振られた行文をタイプライクーから入れる

か、以前に用意されたプログラムを紙テープリーダ又はカセットテープから

読む事により行われます。

ただし、この二つの方法を特に分けてはいません。

リーダがONの場合は、 リーダから読み、そうでない時はキーボードから

読みます。カセットテープを使用する時はテープセーバープログラムより、

SAVEしたものを使用して下さい。

(COMKIT80 6 0の場合） COMKIT8061ではそのままロードできます。

I.I.I プログラムの前に

凶碑命令は、新しいプログラムを入れる前に用い、プログラムのイニ

シャライズに用います。この後、 NIBLは新しいプログラムを受け入れる

ことができます。

> NEW). 注：」はCRの意味

1.1.2 プログラム行の入力

ステートメント行は、どんな順序でも入れることができます。ただし、

実行の順序は行番号により決定されます。

行番号は、行の頭にあり 1桁から 5桁まで使用出来ます。

ただし、行番号は 32000 以下とします。行番号はあとから途中ヘイン

サートされることを考えて、 10飛びに振るのがよいでしよう。

例 1 0 A=I 

20 B=2 

3 0 C=A+B 

40 PRINTC 

5 0 END 
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1. 1. 3 プランク

プランクは、コマンドの中をのぞいて全く自由であり、あってもなくても

良い。

1.1. 4 付属手続き

行番号のないラインは、直ちに実行されますo行番号だけのラインは、同

じ行番号のプログラム行が、もしすでに入力されているならそれを消去する

のに用いることができます。

※ 
また、 CTRL/U を打つとその一行が消去されますoただし、これはCR

を打つ前に有効です。

NIBLは、入力した文の文法チェックは行いませんo従って、誤った文を

入力し実行すると、プログラム全体を破壊することがあります。

1.1.5 プログラム入力のまとめ

0行番号のない文はただちに実行される。

0行番号付文は、プログラムの中に挿入される。

0行番号は、 0~32767の間になければならない。

〇コマンドの中へのプランクは使用できない。

〇コマンドの外のプランクの使用は自由である。

o SHIFT/0は、最後にタイプした文字を 1字消去する。 (COMKIT80 60) 

COMKIT8061では、 SHIFT/0は使用しません。

o CTRL/Hは、 SHIFT/0と同様（ 8061の場合は異なる）

※CTRL/Uとは、 CTRLキーと Uキーを同時に押す事をあらわす。

o CTR~、/U は、行全体を消去する。

1. 2 プログラムのコントロール

1.2. I NI BLコマンド
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1.2.11 NEW 

NEWとCLEAR

NEWは新しくプログラムを入力するときに用います。 NEWを実行す

ると、ユーザーエリアが消去され、プログラムの入力待ちとなります。ュ

ーザーは、電源を入れた時、最初にこのコマンドを実行して下さいo又、

NEW2とかNEW3というコマンドを実行すると、その数字のページがクリ

アされます。

（他のページはそのまま保持される）

注意．／ プログラムの中に、 NEWを用いることは許されません。文法

ニラーとなります。

CLEARは、 NEWとは全く別の意味を持っているコマンドです。これ

は、 NIBLにおける変数(A~Z)及びスクツク (GOSUB,Forループ

等）の領域内のみを消去しますo従って、ユーザーの入力したプログラム

は消えません。

1. 2. 1. 2 R U N とGO T Oコマンド

プログラムをスクートするには、 RUNとGOTOの2つがあります。

今、プログラムの最小行番号が10とします。もし、 GOTOIOとクイプし

た時、行番号10よりスタートします。

また、プログラムの途中の 110行目が実行の開始行とすると GOTO110 

とクイプしなければなりません。

RUNは、どんな場合でも無条件で、最小行番号の文から実行します。

1. 2. 1. 3 L I S T 

LISTは、実行中のページ内の LIST出力を行います。また、 LI 

ST出力中で出力を中止するには、任意のキーを数回連続して押します。
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又第n行より LISTを出力したい場合は、 LIST nとクイプします。

COMKIT8061では、 LISTコマンドを使用することによってプ

ログラムの内容をカセットテープに記憶できます。

カセットテープに記憶させる時は、 COMKI T 8061の後面パネルの

MIC端子とテープレコーダーの録音端子 (MIC)を接続し、 LIST

とクイプして (CRはまだ押さない）テープレコーダーの録音ボクンを押

し、 30秒程待ってから CRを押して下さい。これでカセットテープに記憶

できます。

カセットテープからデークーを読み込む時は、 COMK  IT 8061の後

面パネルのEAR端子とテープレコーダーのMONITOR(又はEAR)

端子を接続し、 COMKIT8061のキーボードの TAPE INのKE

Yを押して、 TAPEPLAYボクンを押します。これで読み込みができ

ます。

尚、 NIBLのインタープリンター上の都合で、デークー読み込みの時

テープに記憶されている最初の行は無視され、 2番目の行からメモリーに

ストアされます。ですから、最初の行にはダミー（おとり）のステートメ

ントを入れておかなければなりません。

たとえば記憶させる時のプログラムが、

IO PRINT A, B, C 

20 PRINT 3+4 

であれば、行番号 0にREMを入れダミーとします。即ち、

O REM ADTEK 

10 PRINT A, B, C 

20 PRINT 3+4 

という状態でテープに録音しないと再び、 CPUが読み込む時正しくロー

ドされませんから注意して下さい。
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尚、このとき 0行目の REM～は、 SNTX ERRORとなりますが

次の行番号10からは正しく読みとってくれます。

2. 1 式

2.1. 1 変数名

NIBLには26の変数名が許されます。これらはアルファベ ットの一文字

で表わされ、変数の幅は符号付16ビットの整数です。

NIBLでは、指数、浮動小数点数は取扱いませんo全ての定数は10進数

として扱われます。ただし＃マーク付の定数は16進数として扱われます。

注意．／ 代数演算はすべて、 10進数にて実行されます。

2.1.2 関係式演算子

演算子、’=//、 ‘ < //、~> //、‘ く ＝//、~ >= //は、スタンダード B

AS ICと同じであり、ヽ <>//は、 i s no t e gu a 1 to (~)の意味に

使用される。ただし、‘’ ><//は使用できません。

2.1. 3 算術演算子

＋、一、 ／、※が用意されていますo算術演算子は、 16ビットの 2の補数

により行われ、剰余及び桁あふれは切り捨てられ丸めは行われませんo又0

で割るような割り算はERRORBREAKと表示されます。

算術式の評価の順序は、（）によりコントロールされますo演算子の優先

順は、演算に影響を与えるので、混乱をさける為に、複雑な数式中では（）

を多用するのが安全です。

2.1. 4 論理演算子

NIBLは、論理演算子として、ヽAND11、ヽ 0R 11、ヽNOT11の3つ

のコマンドを持っています。これらのコマンドは、条件文、データー処理の
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両者に対して非常に有効です。

例

10 INPUT A, B, C, D 

20 IF A=C AND B=D THENGOTO 1 O O 

30 E=(A.AN) B)OR C 

40 PR E 

50 GOTO 1 0 

] 
100 

110 

PR''ADTEK11 ; 

GOTO 100硲NOT11は反転を意味します。

2.1. 5 まとめ

△全ての式は、 16ビット整数の値を持つ。

△26個の変数があり、各々 A~Zの文字が振り当てられている。

△関係演算子は、＜、＞、＝、＜＝、＞＝、＜＞がある。

△算術演算子は、＋、 ＊、／がある。

△論理浪算子は、 AND、OR、NOTがある。

△10進定数は、一32 7 6 7~+32767である。

△16進定数は、＃マーク付の16進 4桁以内である。

2.2 関数

NIBLは、算術式中に使用できるいくつかの関数があります。

2. 2.1 RN  D 

RND(A,B)は、 a~ bの間の疑似乱数を発生します。このとき、 b

-aご32767でかつ bこaであること。
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2.2.2 MOD 

NIBLは、剰余の絶対値を得ることができます。 MOD(A,B)では

A, Bに任意の数値又は式を代入することが可能です。

但し、 Bの値が0だと DIVOのエラーメッセージを出力します。

例

10 A=5/2:B=MOD(5, 2) 

20 PR A : PR B 

上記を実行すると、 2と1を出力します。 Aは5+2の商、 Bは5+2の

余りです。

2. 2.3 ST AT  

STATのコマンドを使用すると、 SC/MPのステークスレジスタをア

クセスできます。このとき、ユーザーが使用可能なビットは、町、 F2、SA

の3ビットです。このビットをボートに接続すると、 BASICからのスイ

ッチングや各々の入出力機器へ、ボートを通して応答が可能になります。

使用方法は、出力は STAT= #06とすれば、 FI、F2がセットされ、入

力は、 A=STAT:A=A AND #10とすると、 SAが 0か 1かを読むこ

とができます。

ステークスレジスタの配置

ビット位置 7 6 5 4 3 2 1 

゜フラグ CL/L OV SB SA IE F2 Fl Fo 

X X X 

゜
X 

゜゚
X 

0は、ユーザーが使用可

Xは、ユーザーが使用不可

また、現在のステークスレジスクは、 PRSTATで見ることが出来ます。

但し、出力は、 10進で出てくるので16進に変換する必要があります。詳細は

SC/MPアプリケーションハンドプックを参照下さい。
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2.2.4 PA GE 

NIBLにおけるユーザーエリア (RAM Or ROM)は、 4k毎に完

全に独立しており、 1プロック 4kの単位を//ページ//といいます。

NIBLは、最高 7ページまで独立したページを持つことができます。

例えば、 RAMを12k所有している NIBLのシステムは、 (COMKI

T 8060) 3ページに分けて使用できます。 (COMKIT 8061の場合は

2ページ 8kまでです）また、ページの接続は、 PAGE=PAGE+lで

次のページに移ることができますo尚、ユーザーが、プログラムを入力して

行った際、そのページ内のユーザーエリアがなくなったとき、 NIBLは、

、AREA ERROR11で知らせてくれます。
このとき、ユーザーは更に、プログラムを入力したいとき、ページを移す

必要があります。

2. 2. 5 まとめ

△RND(a、 b)は、乱数を a~ bの間の数値で返す。

△MOD (a、b)は、 a/bのあまりを返す。

△STATは、 SC/MPのステータスレジスタをアクセスする。

△PAGEは、 PAGE番号を割りつける。

△TOPは、ユーザーが使用したメモリエリアの最後の次のアドレスを示し

ます。（ページ内）従って、現在どの程度プログラムが入っているかを見

ることができます。

3.1 入出カステートメント

3. 1. 1 入出カステートメントの実行

NIBLに数値を入力するには、 INPUT A, Bのステートメントを

使用します。このステートメントが実行された時、 NIBLはユーザーに？
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マークをクイプして入力待となります。ューザーは、 2つの式又は数値をタ

イプしますo但し、 2つの数はカンマで区切り、 AとBとに対応したもので

なければなりませんo例えば次の様にします。

45,#FFCO 

ストリングス（文字）を入力することもできます。これは、ストリングス

ハンドリング 5, 3の項を参照して下さい。

3.1. 2 出カステートメント

出力は、 PRINTn,mにより実行できます。ステートメント中に文字

ストリングスを書くことができ、ダプルフォート (II II)で囲み、それが実

行されると＂マークで囲まれた中の文字がそのままクイプされます。

例えば、 11T HI S I S A"のとき THIS IS Aとクイプされ

ますo数値は、 10進数で出力されます。

出カステートメントの終りに、セミコロン（；）を置くと、キャリッジリク

ーンが無効となり、続けてクイプすることができます。

出力は更にメモリ中の文字も出力できます。

3. 1. 3 入出力文のまとめ

△ INPUT X 

△ INPUT X、Y、Z

△P R I N T''A S T R I NG S 11 

△PRINT Fヽ=II,M沃 A

△PRINT'1TAKE11、X、‘̀ PILLS11

セミコロンは、 CRLFを無効とする

3.2 代入文

，
 



3.2.1 代入文の型

L E Tーしま、代入文から省いてもよく、かつ省いた方が高速で実行されます。

代入文の左辺は、単一の変数 (A~Zの内のひとつ）

STAT、PAGE又はメモリアドレス（この場合は、＠付の数値、又は

＠付の（）でくくられた式の 2種）を置くことができますo文字例を代入文

に置くことも出来ますo条件文は IF文を使用しないで行われるということ

に注意して下さい。

例えば

LETX=A*(A>=O)-A*(A<O) 

a
 

b 

これは、 A>O, A<O(各々 a, b部分）の条件式であり、

A~O のとき， a=l, A<Oのとき b= Iとみなされる。
ミー一→←←→ご→―・- •° " f 9 

故に、 A~O のとき

LETX=A*l-(A 沃 0)~ X=Aまた

A<Oのときは

LETX=A沃 0-(A*I)=?X=-A 

となることに注意

この式は、 Aの絶対値を求める式である。

3. 2. 2 代入文のまとめ

LETX=7 

E=I*R 

STAT=#70 

B=STAT 

PAGE=PAGE+l 

LET @A=255出力
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LET B=@C入力 （注） LETはつけてもつけなくてもかまわな

@ (T + 36) =#FF出力 い。

3. 3 制御文

3. 3. 1 構文

NIBLには、オリジナルとなったTINY-BASICのスーパーセッ

トで標準BASICにもないような、ある程度自由な構文が許されます。

これは、次の 2つの場合があります。

A、GOSUBゃGOTOの中にも演算が使用できる。

G'O TO X+  2 Xの値に 2を加えた行番号へ行く。

GOTO((X>Y)+A)AにX>Yが真なら 1

X>Yが偽なら 0を加えた行番号へ飛

ぶ。

B、NIBLは、 I F文の中で、比較部が真値の場合実行されます。また、

THEN以後の文に勝手な文または、式を書くことができます。

（標準BASICでは、 THENの後には行番号しか書くことができな

し、）

例 IF H=A THEN M=M+I 

；もし、 H=Aのとき、 M+I→Mを実行する。

3.3.2 サプルーチンの便宜

NIBLでは、 GOSUB文により、サプルーチンヘ制御を渡すことがで

き、サプルーチンからメインヘは、 RETURN文により制御を戻すことが

可能です。

ある処理系において、何回も繰り返し同じような処理を行おうとする場合

に、このくりかえしの部分を別のプログラムとしておいて、主なプログラム
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からその都度サプルーチンを参照することが出来ます。

これに依り、何回も同じようなプログラムを書く手間を省くことができ、

又、プログラムを階層に分けることができます。

このようにして作られたサプルーチンは、次の手順で参照します。

GO  SUB 1饂

これは、第 100行から始まるサプルーチンを呼んだことになります。また

サプルーチンからは、

RETURN 

によりメインルーチンのGO SUB 100の次の行に戻ることができま

す。

3. 3. 3 D 0とUNTIL文

N I B Lは、標準 BASICにない一つの命令を持っています。

FORグループの使い方に似ていますが、実は全く別の使い方をします。

例

10 D 0 

20 INPUT A 

30 U N T I L A=  RN  D (I, 3) 

40 PR A ; : PR AヽDTEK 11 

50 END 

これは、 AがRND(1, 3)によって決められた値になるまで、 DOの

次の行番号から再び実行し、 AがRND(1, 3)によって決められた値が

正しければ、行番号40を実行して終るプログラムですo即ち、 UNTILに

続く条件文が真になるまでDOの次の行番号から実行します。また、行番号

30をUNTILOにすると、永久にDOループを繰り返します。これは 0は

偽、 1は真を表わしているからです。
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次に、 DO文を用いて素数を打ち出すプログラム例を示します。この場合

ステートメント 100は永久に 1にならず、従ってプログラムは、永久にルー

プし続けます。

10 PRINT 1: PRINT 2 

20 1 =3 

30 DO 

40 J=I/2:N=l 

50 DO 

60 N=N+2 

70 UNTIL(MOD(I, N)=O)OR(N>J) 

80 IF N>J PR I NT I 

90 I=I+2 

100 UNTILO :REM REPEAT OUTER LOOP FOR EVER 

3. 3. 4 FORとNEXT文

NIBLは、標準BASICの持つFOR/NEXT文と同じ FOR,N 

EXT文を持っています。

STEP文は、オプションであり、負でも正でも良く、省略された場合、

STEPは＝ 1となります。

FORループは、 NEXT<Var>文で、終端されます。

（ここで<Var>は、制御変数）

NIBLは、 FOR文の制御変数と NEXT文の制御変数が合わない場合

は、 ERRORプレイクとなります。

NIBLは、 FOR文を沢）ネスティングすることが出来、かつネスティン

グレベルが深すぎる場合、警告を出します。

制御変数の初期値がすでに境界値をオーバーしていても 1ループだけ、ル
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ープを実行します。

*FOR/NEXTの中に更にFOR/NEXTを使用すること。

10 REM. THIS PROGRAM PRINTS A TABLE OF RANDOM 

11 REM NUMBERS, US ING A SUBROUTINE TO FORMAT THE 

20 REM OUTPVT IN ZONES 

3 O FOR K= 1 TO 4 

40 FOR J=l TO 8:N=RND(-16000, 16000) 

45 GO SUB 1 O 3 O : NEXT J 

50 PRINT1111 

60 NEXT K 

70 END 

80 REM 

1000 REM THIS SUBROUTINE PRINTS THE VALUE OF N 

1010 REM AND SKIPS TO THE NEXT PRINT ZONE (FIELD 

1020 REM WIDTH=8), THE VALUES OF N AND 1 ARE 

1025 REM DESTROYED 

1030 PR I NTN; 

1040 l=O 

1050 DO 

1060 N=N/10 : 1=1+1 

1070 UNTIL N=O 

1080 FOR 1=1 T06-I 

1 0 9 0 P R I NT 11 11 ; 

1100 NEXT I 

1110 RETURN 

上リストは、 FORとNEXT文の使用例で、乱数発生のプログラムです。
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3.3.5 制御文まとめ

oGOTO 1 5 OR  GOTO 1 5 

oGOTOX+5 

oGOSUB IOOOR GO SUB 100 

oRETURN 

o I F)(+ Y 3 THEN GOTO 15 

oIF A=B LET A=B-C 

oFOR l=IO TO O STEP-2 

oNEXT I 

o FOR K=  1 T 05 

o DO : X = X + 1 : UN  T I L (X = 1 O) 0 R (@X= 1 3) 

4.1 関接演算子

NIBLにおいて、最も強力なステートメントとして＠ （関接演算子）があ

ります。これは、メモリの絶対番地を、アクセスするコマンドで、標準 BAS

I CのPEEK, POKEをめんどうな構文なしで行うことができるものです。

例

10 INPUT A 

20 @#3000=A 

30 PR  ~END11 

上記のプログラムを実行させると

> RUN S二E

? #FF 巳二旦

END 

＞ 

となります。これは、 16進の 3000番地に、 INPUT Aで入力された数
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値をストアするプログラムですo確かに＃ 3000に＃ FFが入力されたかどう

かは、 PR@#3000C/Rで確認することができます。

上記を実行すると、 255を出力します。（ 255は、 16進の FFです）このス

テートメントを利用してメモリーにマシン語でストアすることができます。

例

10 A=# 2000 

20 INPUT B 

30 @A=B 

40 A=A+I 

50 GOTO 20 

上のプログラムが、 16進の 2000番地からの入力を実行するものですo但し

入力は16進数又は、 10進化した、 16進数でなくてはなりません。

例

入力するとき＃FF又は 255(10進）

#OA又は 1 0 (1 0進）

さて、次にマシン語で組んだプログラムをどのようにすれば実行出来るか説

明します。

このコマンドは、 LINK(ADRESS)を用います。このコマンドで、

(ADRESS)で示されるメモリのアドレスヘBASICから実行を移しま

す。

BAS ICに戻りたいときは、 XPPC(P3)で戻ります。（但し、アセ

ンプラプログラム内で、p3を使用するときは、 P-

づ

補足 p 2 (ポインタレジスクlfG.2)について

LINKでBASICからマシン語処理に移ったとき、 (p 2)は、

BASICにおける変数 (A~z)の先頭アドレスを指示しています。
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SClMPのアセンプラに関しては下記の資料を参照下さい（別売）

oSCJMP マイクロプロセッサアプリケーションハンドプック

(8 0 6 1付属）

oSC)MP テクニカルディスクリプション

oSC/MP アセンプラー＆プログラミングマニアル

LOW OF 

HIGHOF 

LOW OF 

HIGHOF 

LOW OF 

HIGHOF 

LOW OF 

HIGHOF 

A 

A 

B 

B 

C 

C 

z 

z 

←(p 2)は、ここを示します。

P2 + I 故にユーザーは、マシン語処理に移った

P2 + 2 ときの値によって、自由に変数を参照し

処理することができます。

BASICに戻ってくると、 LINK(ADR)の次の行番号から再びNI

BLを実行します。

LINKの利点は、 BASICの処理スピードの10数倍の速さで処理出来る

ということであり、 SC/MPの命令を御存知のユーザーなら、大いに利用す

べきです。

5.1 マルチステートメント

NIBLにおいて、 1ラインに 2つ以上のステートメントを使用する時は、
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ヽ：//で区切ります。

10 INPUTA:PR、'ADTEK11:INPUTB 

但し、条件文のあとに、ヽ：//を付けても、次のステートメントは実行さ

れません。

5. 2 マルチページハンドリング

5. 2.1 4 Kベーシック

NIBLシステムは、最少 1000~17FFまでのRAMを必要とします。

更に、 1800~IFFFまでを追加することができ、これらをまとめて PA

GE Iと呼びます。

この 4K/PAGEは、通常プログラムをストアするのに用います。その

上更に、 COMK  IT 8060では、 2つの 4K／ページを追加することが出

来ます。 (COMKIT8061では、 1ページのみ追加） （ぷ竹れも和滉合）

5.2.2 PAGE 2~ 3 

PAGE2~ 3は、 ROMであっても良い。 NIBLは最初に、すべての

ページをイニシャライズしようとし、それから PAGE2にコントロールが

移ります。もし、そのとき、 PAGE2がRAMのときは、プログラムが実

行されずに＞マークを出力してから指令を待ちます。

もし、ページ 2がNIBLのフォーマットを持つROMなら直ちに実行を

開始します。

0 どのような場合でも、最初に電源が入った場合、 PAGE=2となります。

NEWの入力はページを 1とします。

5.3 文字列操作

5. 3. 1 入出カステートメント

標準BASICと異なる点について述べると、 16進の入力やストリングス
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（文字）の入力が出来ることです。

，，＃//につしヽて……••→●●

NIBLにおいて、数字の入力の前に、',#//を付けると、その数は16進

数とみなされますo但し、出力は全て10進で出力されるので、注意して下さ

し‘o

＄ヽ//について．．．．．．．．．．．．（文字列、入出力）

例

10 A=#2000 

20 INPUT $ A 

30 INPUT $#2500 

40 PR$A;: PR $#2500 

50 END 

上記の場合、行番号10でメモリのあいている番地を指定し、行番号20で

行番号10で定義されたメモリの絶対番地に、 EDIT文字が入力できます。

(DEL、RUB等を含む）そして、そのロケーションに、 C/Rを含ん

でストアされますo又行番号30のように、直接に番地を示すことも可能で

すo出力は行番号40のように、 PR $Aや PR $ # 2500のようにし

ます。

5. 3. 2 文字列の移動

移動は、＄ F＝ $ Gの文体を書くことにより行われますoこのことは、ア

ドレス Gから始まる文字列を、アドレス Fから続くロケーションヘ£且ーを検

出するか、キーボード割込を検出するまで実行されます。又、£上．も移動し

ます。これにより、 Fより続くロケーションと、 Gから続くロケーションに

同じ文字列ができることになります。また、

$ (F + 1) = $ Fのようなステートメントは、ユーザーが意図した場合
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でなくても Fの示すアドレスの存在するページ全域にFの示す最初の文字が

コピーされます。

COMKIT8061では、プログラムの都合によりこの機能を省いており

ます。

NIBL CODE 

Q =TOP REM MAKES Q POINT TO EMPTYRAM ABOVE 

TOP REM OF PROGRAM 

R =TOP+ IO REM MAKES R POINT TO RAM IO BYTES 

AVOBE Q 

$ Q = i A STRING 11 

INPUT $R 

5. 3. 3 文字列扱いのまとめ

o$T=、THIS IS A STRING11 
oPRINT $T, $(TOP+72) 

o I NP UT $ (U + 20) 

o $ U = $ (TOP+ 2 * 36) 

6.1 REM文

REM文に依り、コメントを付けることができます。
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6.2 END文

NIBLプログラムの終りに、 Eミ」リをおくと、終了した行番号を出力しま

す。

7. エラー表示について

0000 ERROR AT △△ (COMKIT8060) 

0000 EROR AT △△(COM K I T 8061) 

NIBLのエラーメッセージは上記のように出力されますo△△は行番号、 O

000はどのようなエラーかを示します。

AREA*(PGE)そのページ内にもう入力できるユーザーエリアがない。

ページがFULLになった。

CHAR(CHR)ステートメントニンドまでにおいてのスペリングミス。

DIVO(DIV)分母が 0の割算を実行した。

注沢（）内は COMKIT 8061の場合

END11(ED11)ヽー／／ダプルクオートを使用したとき、終りのダブルクオ

ートがない。 PR,, A D T E K (11)'I 

FOR(FR) 

NEST(NST) ネスティングリミット、 FOR、GO SUBのようなス

クックを使用するコマンドを連続して使用したときスクッ

クエリアが足りなくなったとき。

NEXT(NXT)FORなしのNEXT

NOGO(NGO) 

RTRN(RTN) 

NEXTなしの FOR

GOTOゃGOSUBを実行したとき、それらに示される

行番号がない。

GO SUBで、そのサプルーチンを実行しても RETUR

Nがない。

SNTX(STX) 文法ミス

：＇

，

上
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STMT(SMT) 不適当なステートメントである。

UNTL(UTL) DoなしのUNTIL構文

VALU(VLU) 入力した値が、 NIBLでは解することができない。

8. コントロールキャラククについて

CONTROL/U ラインデリート

CONTROL/C プレーク

SHFT/O(Or CONTROL/H) バックスペース

只COMKIT8061て社、 CONTROL/Hのみ有効です。）

補足

o GO SUBゃGOTOの中にも演算が使用できる。

GOT OX+2 Xの値に 2を加えた行番号へ行く。

GOTO((X>Y)+A)Aに

X>Yが真なら 1

X>Yが偽なら 0を加えた行番号へとぶ。

0 プログラム入力途中誤って、ンステムリセット (SYRキー）を押した楊合

プログラムが消えてしまいますが、次の方法により復活させる事が出来ま

す。

例えばプログラムの最初の行番号が10の場合

@#  1120 = 0 JI 
_--し・

@ #  1121 = 10; 

こ最初の行番号を入れる。

0 プログラムが長くどんどん入力していったがRAMが少なく、その RAM

をあふれた場合、 BASICィンタプリクは暴走してしまい何のメッセー

ジも出してくれませんoこの場合 SYRキーを押す他、手はありません。
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COMKIT8060キーボード配列

不使用（カナ）

！ ,, ＃ 

1 。2 「 3 」
ア イ ウ

カナ Q W 
ム ラ

CTRL A s 
チ モ

SHFT z X 
レ リ

＄ ％ ＆ 

＇ 4 、5.  6 ヲ 7 ァ
工 オ 力 キ

E R T Y 
ナ メ ヤ Jレ

EOT BELL BS 

D F G H 
卜 二 ヌ ネ

↑ 

C V B N.  
テ ヨ ツ ホ

（ ） 

8 ィ 9 ゥ
ク ケ

TAB 

U I 
ユ ノ

〔
J K ロ
Iヽ ヒ
〕 ＜ 

カセットテープより
ロードするときON

NUL ＊ ＝ 

゜
． 
ェース． 
コ ユ

゜
＠ 

゜
pタ LF CR 

マ ミ

¥ ＋ 
L ワ； オ RUB

フ サ

＞ ？ 
M ン， シ・セ ／ソ SHFT 
ヘ ヤ ヨ ツ

TV画面のクリア
(CPUには影
響なし）

TA~E I CLER 
IN 

SYR 

1を入力するときはこのキーのみ押す CPUのシステムリセット＇
！を入力するときはSHFTキーとこのキーを （プログラムがクリアされ＞があ
同こ押す らわれる）
0を入力するときはSHFTキーとこのキーを改造によりカナモート可にした場

雲霊ときはこのキーのみ押す ｝合のみ麟

COMKIT8061キーボード配列

， ,, ＃ ＄ ％ ＆ 

＇ 1 。2 r 3 」 4 、5.  6 ヲ 7 ァ
ア ＇イ ウ 工 オ 力 キ

カナ Q W E R T Y 
ム ラ ナ メ ヤ Jレ

EOT BELL BS 

CTRL A s D F G H 
チ モ 卜 二 ヌ ネ

↑ 

SHFT z X C V B N.  
レ リ テ ヨ ツ ホ

（ 

カセットテープよりロードすると
きON、この場合キーボード入力
もうけづナる。 OFFの楊合はキ
ーボード入力のみうけつける。

） NUL ＊ ＝ 
8 ィ 9 ゥ

゜
． 
ェース． 

ク ケ コ ユ
TAB 
゜
＠ 

U I 

゜
pタ LF CR 

ユ ノ マ ミ

〔 ¥ ＋ 
J K ロ L ワ； オ RUB
Iヽ ヒ フ サ

〕 ＜ ＞ ？ 
M ン， シ・セ ／ソ SHFT 
ヘ ヤ ヨ ツ

TV画面の
クリア
(CPUには
屍なし）

TA~E I CLER 
IN 

SYR 

ご口言］］：ロロニ三言星□
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